
〇協議事項
（1）食中毒について
　　・家で作ってきたお弁当は要注意。
　　・社内バーベキュー等も要注意。
　　・便や嘔吐物の蒸発物から感染する可能性がある。
　　・嘔吐した人が洗ったりするために触れた蛇口に菌がついてる可能性が高い。他の人は不用意に
　　　嘔吐した人が使った水道などを使わないこと。
　　・地球温暖化の影響で流行する時期が以前と変わってきている。いつなってもおかしくない状況。
　　・食中毒の可能性がある症状がでた場合、軽い症状でも油断せずに受診するように。
　　・下痢の症状がでた場合は、経口補水液が有効。
　　・嘔吐がおさまってきたら固形物はきついため、おかゆ等が良い。
　　・調理順番は要注意。肉や魚は後回しにすること。まな板と包丁は食材ごとに都度洗うように。
　　・ミニトマトのへたに病原菌がついていることがあるため、へたはとるようにする。
　　・カレー等に発生しやすいウェルシュ菌は嫌気性菌のため、よく混ぜて空気に触れさせるように。
　　・夜に作ったカレーやみそ汁等を翌朝に食べる場合、常温で置いておかずに必ず冷蔵庫へ。
　　・見た目やにおいが大丈夫でも菌が発生している可能性がある。
　　・食中毒になりやすい体質というものはない。抵抗力が弱まっている時はなりやすい。
　　・経口補水液をスポーツドリンク代わりに飲むのはよろしくない。かなり激しい運動や汗が大量にでる
　　　環境での仕事であれば問題ない。
　
（2）その他
　　・九州地方でコロナ患者が増えてきている。

　　・次回以降の日程に関して
　　　　７月１６日（木）１３時３０分～（テーマ:熱中症）
　　　　８月２０日（木）１３時３０分～（テーマ:未定）
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